
三
月
定
例
会
で
は
、
平
成

二
十
一
年
度
の
一
般
会
計
お

よ
び
特
別
・
病
院
事
業
会
計

の
当
初
予
算
が
提
案
さ
れ
、

審
議
の
結
果
、
原
案
ど
お
り

可
決
し
ま
し
た
。

施
政
方
針
で
は
、
二
十
一

年
度
は
、
平
塚
市
総
合
計
画

第
一
次
実
施
計
画
の
最
終
年

度
で
あ
り
、「
ひ
と

ま
ち

自
然

生
活
快
適
都
市
ひ

ら
つ
か
」
の
実
現
へ
の
礎
を

築
く
重
要
な
年
で
あ
る
と
と

も
に
、
次
の
実
施
計
画
へ
引

き
継
ぐ
年
で
も
あ
る
と
し
て

い
ま
す
。

二
十
一
年
度
の
予
算
編
成

に
当
た
っ
て
は
、「
総
合
計

画
の
着
実
な
取
組
」、
「
行

政
改
革
へ
の
取
組
」
な
ど
五

点
を
基
本
方
針
と
し
た
も
の

の
、
予
想
を
超
え
る
収
支
不

足
見
込
み
か
ら
大
変
厳
し
い

予
算
編
成
と
な
っ
た
こ
と
が

示
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
会
計
の
歳
入
で
は
、

市
税
で
は
、
法
人
市
民
税
の

大
幅
な
減
額
を
は
じ
め
全
般

に
つ
い
て
減
収
と
な
る
見
込

み
で
あ
り
、
自
動
車
取
得
税

交
付
金
な
ど
国
県
か
ら
交
付

さ
れ
る
各
種
交
付
金
に
つ
い

て
も
減
額
と
な
り
ま
す
。
国

庫
支
出
金
及
び
県
支
出
金
で

は
、
社
会
保
障
関
係
費
に
係

る
負
担
金
や
施
設
整
備
に
係

る
補
助
金
等
が
前
年
度
と
比

較
す
る
と
増
額
と
な
り
ま
す
。

市
債
で
は
、
投
資
的
経
費
の

増
加
や
財
源
不
足
を
補
て
ん

す
る
た
め
の
臨
時
財
政
対
策

債
の
発
行
な
ど
に
よ
り
大
幅

に
増
額
と
な
り
ま
す
。

歳
出
で
は
、
計
画
的
に
進

め
て
い
る
施
設
整
備
の
た
め

の
投
資
的
経
費
、
さ
ら
に
、

公
共
施
設
の
機
能
保
全
の
た

め
の
維
持
補
修
費
は
前
年
度

を
上
回
る
一
方
、
こ
れ
ま
で

の
職
員
の
採
用
抑
制
な
ど
に

よ
り
、
人
件
費
は
前
年
度
を

下
回
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

以
上
の
結
果
、
二
十
一
年

度
の
一
般
会
計
予
算
は
、
七

四
五
億
六
〇
〇
〇
万
円
、
前

年
度
当
初
予
算
比
一
・
三
％

増
、
特
別
会
計
の
全
体
予
算

は
、
競
輪
事
業
に
お
い
て
特

別
競
輪
等
が
開
催
さ
れ
な
い

こ
と
な
ど
に
よ
り
、
七
三
八

億
一
一
六
〇
万
円
、同
一
六
・

七
％
減
、
病
院
事
業
会
計
の

予
算
は
一
一
二
億
三
六
〇
〇

万
円
、
同
二
・
八
％
増
と
な

り
、
全
会
計
で
は
一
五
九
六

億
七
六
〇
万
円
、
同
七
・
八

％
減
と
な
り
ま
し
た
。

人
権
擁
護
委
員
の
う
ち
平

成
二
十
一
年
六
月
三
十
日
を

も
っ
て
任
期
満
了
を
迎
え
る

四
氏
の
後
任
、
お
よ
び
一
人

の
増
員
に
つ
い
て
、
坪
井
能

布
子
氏
（
市
内
宮
の
前
）、

宮
川
重
信
氏
（
市
内
中
里
）

を
引
き
続
き
、
ま
た
新
た
に

大
木
和
子
氏（
市
内
万
田
）、

二
見
章
氏（
市
内
西
八
幡
）、

片
山
友
美
子
氏
（
市
内
南
豊

田
）を
推
薦
す
る
に
当
た
り
、

議
会
の
意
見
を
求
め
ら
れ
ま

し
た
。

議
会
で
は
、
五
氏
を
適
任

者
と
し
て
認
め
、
市
長
の
推

薦
に
同
意
し
ま
し
た
。
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平
成
二
十
一
年
市
議
会
三
月
定
例
会
は
、
二
月
二

十
三
日
か
ら
三
月
二
十
四
日
ま
で
、
会
期
三
〇
日
間

で
開
催
し
ま
し
た
。

今
定
例
会
で
は
、
本
市
の
公
共
施
設
の
整
備
保
全

に
要
す
る
資
金
に
充
て
る
基
金
を
設
置
す
る
た
め

「
平
塚
市
公
共
施
設
整
備
保
全
基
金
条
例
」
を
制
定

す
る
議
案
や
、
介
護
従
事
者
の
処
遇
改
善
に
伴
う
介

護
保
険
料
の
急
激
な
上
昇
を
抑
制
す
る
た
め
、
介
護

従
事
者
処
遇
改
善
臨
時
特
例
交
付
金
が
交
付
さ
れ
る

こ
と
を
受
け
、「
平
塚
市
介
護
従
事
者
処
遇
改
善
臨

時
特
例
基
金
条
例
」
を
制
定
す
る
議
案
、
平
成
二
十

一
年
度
一
般
会
計
お
よ
び
特
別
・
病
院
事
業
会
計
の

各
当
初
予
算
の
議
案
な
ど
四
〇
案
件
が
市
長
か
ら
提

案
さ
れ
、
報
告
を
除
く
三
九
議
案
を
審
議
し
、
い
ず

れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

議
員
提
出
の
会
議
案
で
は
、「
Ｊ
Ｒ
不
採
用
問
題

の
早
期
解
決
を
求
め
る
意
見
書
」
を
審
議
し
、
原
案

ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

平
成
二
十
年
十
二
月
に
、

長
期
優
良
住
宅
の
普
及
の
促

進
に
関
す
る
法
律
（
以
下
、

長
期
優
良
住
宅
法
）
が
公
布

さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
同
法

の
規
定
に
よ
る
長
期
優
良
住

宅
建
築
等
計
画
の
認
定
等
申

請
に
係
る
手
数
料
を
徴
収
す

る
た
め
、
平
塚
市
手
数
料
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
議
案
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

長
期
優
良
住
宅
法
は
、
長

期
に
わ
た
り
良
好
な
状
態
で

使
用
す
る
た
め
の
措
置
が
講

じ
ら
れ
た
優
良
な
住
宅
の
普

及
を
促
進
す
る
た
め
、
所
管

行
政
庁
に
よ
る
長
期
優
良
住

宅
建
築
等
計
画
の
認
定
制
度

お
よ
び
性
能
表
示
に
よ
る
当

該
認
定
住
宅
の
流
通
の
促
進

制
度
等
を
創
設
す
る
も
の
で
、

廃
棄
物
の
削
減
に
よ
る
環
境

負
荷
の
低
減
、
建
て
替
え
回

数
減
に
よ
る
国
民
の
住
居
費

負
担
の
軽
減
、
良
質
な
住
宅

ス
ト
ッ
ク
の
形
成
に
よ
る
国

民
資
産
価
値
の
維
持
・
向
上

な
ど
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

改
正
条
例
の
施
行
日
は
、

長
期
優
良
住
宅
法
の
施
行
が

予
定
さ
れ
る
平
成
二
十
一
年

六
月
四
日
を
見
込
み
、
規
則

で
別
に
定
め
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

議
会
で
は
、
本
議
案
に
つ

い
て
、
全
員
異
議
な
く
原
案

ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

���月月月定定定例例例会会会

人
権
擁
護
委
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推
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意

平成２１年（２００９年）４月２９日
発行 平塚市議会

編集 議会報編集委員会
〒２５４‐８６８６神奈川県平塚市浅間町９番１号
電話０４６３‐２３‐１１１１（代表）
FAX０４６３‐２４‐４１５１
発行部数 ９５，５００部／全世帯配布
http : //www.city.hiratsuka.kanagawa.jp/gikai/

審議の概要一
般
会
計

前
年
度
比
一
・
三
％
増

七
四
五
億
六
〇
〇
〇
万
円
を
計
上
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長
期
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平
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市
手
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